
、その満た

ない部分の金額に相当する金額をいいます。

（控除した金額が０円を下回る場合には、０円）となります。

30 . 12



『

『

』

』

　申告書を提出せずに計算書を提出する場合は、①計算書へのマイナンバー（個人番号）の記載及び②本人確認書
類の提示又は写しの添付が必要となります。
　なお、計算書を申告書と一緒に提出する場合は、計算書へのマイナンバー（個人番号）の記載等は不要です。

計算書へのマイナンバー（個人番号）の記載について



各記載例は、次の設例（申告書を提出する場合）によっています。
【設　例】
　・組合の計算期間 …………………………… 平成30年1月1日～平成30年12月31日
　・平成30年分の組合事業から生じた所得の内訳
　　　  事業所得（営業等）…………… 総収入金額：12,000,000円、必要経費：18,000,000円
　　　  利　子　所　得  …………… 収 入 金 額：　　 1,000円 （うち所得税及び復興特別所得税の源泉徴収税額153円）
　　　  雑　　所　　得  …………… 総収入金額：　200,000円、必要経費：　  250,000円
　・平 成 30 年 中 に 終 了 し た 計 算 期 間 の 出 資 の 価 額 の 合 計 額 ………　3,000,000円
　・平成29年以前に終了した計算期間の終了の時までの出資の価額の合計額 ………　1,000,000円
　・平成29年以前に終了した計算期間の終了の時までの各種所得金額の合計額 ………△2,549,000円

○『平成＿年分の有限責任事業組合の組合事業に係る所得に関する計算書』の記載例

国 税 太 郎
コク　 ゼイ　 タ 　 ロウ

30

31 2 18

○  ○

○○○○の開発

30 1 1
30 12 31

有限責任事業組合○○○

○○市○○町×ー××ー×

12,000,000

1,000 1,000

△50,000

△6,049,000

6,000,000

1,000,000

△2,549,000

0

3,000,000

△6,049,000

0

4,000,000

△8,598,000

0

1,451,000

4,549,000

200,000

利　子 ー

雑

18,000,000

250,000

△6,000,000
△6,000,000



○『（付表）組合事業に係る事業所得等の必要経費不算入損失額の計算書』の記載例

○青色申告決算書（一般用）の43欄の記載例○青色申告決算書（一般用）の表題部分の記載例

45

44

43青色申告特別控除前の所得金額

青 色 申 告 特 別 控 除 額

所　　得　　金　　額

○青色申告特別控除については、「決算書の手引き」の「青色申告
　特別控除」の項を読んでください。

○下の欄には、書かないでください。

平成 年分所得税青色申告決算書

『
』

3 0

（ 有限責任事業組合○○○ ）

△ 　 1 　 4 　 5 　 1 　 0 　 0 　 0

△ 　1　4　5　1　0　0　0

必要経費不算入損失額 4,549,000円

△ 　 6 　 0 　 0 　 0 　 0 　 0 　 0

4,549,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

△1,451,000

0

0

0

0

0

0

4,549,000


